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いよいよ夏休み！
　１学期終業式の午後、阿田和小学校のプールでは、遊びに来ていた子どもたちが元気に水しぶきを上げていました。
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新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

財
政
収
支
見
通
し
編

●シリーズ／新しいまちづくり 3

①
〈
表
１
〉
は
、
将
来
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
、
一
定
条
件
の
も

と
、
平
成
16
年
度
の
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
（
役
場
が
行
っ
て
い

る
仕
事
：
窓
口
業
務
、
保
育
業

務
、
各
種
検
診
、
ご
み
収
集
な

ど
）
を
平
成
17
年
度
以
降
も
継

続
し
た
場
合
に
は
、
財
政
の
収

支
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
く
か
を
平
成
21
年
度
ま
で
試

算
し
た
も
の
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
こ
の
表
で
は
、
臨

時
的
な
事
業
（
災
害
復
旧
事
業

な
ど
）
や
大
規
模
な
建
設
事
業

（
道
路
や
学
校
の
改
修
な
ど
）

に
か
か
る
収
支
は
、
財
政
状
況

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

■ 

解　

説

　

御
浜
町
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
、「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
町
財
政
の
健
全

性
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
財
政
収
支
見
通
し
編
」
を
詳
し
く
説
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

＜表１＞　御浜町の財政収支見通し　　　　　　　（単位：億円）

Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度

歳 入（収入） 38．7 36．5 35．4 34．5 34．0

歳 出（支出） 38．7 38．7 39．1 39．0 37．3

収　　 支 0．0 △ 2．2 △ 3．7 △ 4．5 △ 3．3

剰 余 財 源 3．4 1．2 △ 2．5 △ 7．0 △ 10．3

（注）　この家計簿では、投資的なもの（例・家の増改築）や臨時的なもの（例・新車の購入）についての収
支を除いています。

・給料（町税）　　　･･･ 72,000 円

・パート収入　　　･･･ 11,000 円

　（使用料・手数料・保育料など）

・親からの仕送り ･･･ 286,000 円

　（国庫支出金・地方交付税など）

・貯金等の取り崩し･･･ 17,000 円

　（基金からの繰入金など）

・借金（町債）　　　･･･ 1,000 円

収入合計・・・387,000 円

収入

・食費（人件費）　　･･･ 103,000 円

・生活諸費（物件費）･･･ 48,000 円

・医療費（扶助費） 　･･･ 27,000 円

・子供への仕送り  ･･･ 138,000 円

　（負担金・補助金・繰出金）

・ローンの返済（公債費）

･･･ 66,000 円

・車の維持費（維持補修費）

･･･ 5,000 円

支出合計・・・387,000 円

支出

・貯金残高　　　　･･･ 34,000 円

　（財政調整基金等）

・ローン残高　　　･･･ 586,000 円

　（地方債残高）

その他資産

・家（庁舎）

・自家用車 2台

　（公共施設など）

その他

御浜町の財政収支見通しを分かりやすくする
ために、御浜町を、月収３８．７万円のサラ
リーマン家庭（あくまでも架空の家族ですが）
の家計簿に例えると･･･

＊＜表１＞平成 17 年度収入・支出額＝３８．７億円
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こ
の
家
庭
の
問
題
点
は
、「
親

か
ら
の
仕
送
り
」
と
し
て
い
る

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
等
が
今

後
減
少
す
る
こ
と
で
、
家
計
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
家
計
全
体
に
「
無
駄
が

な
い
か
」「
も
っ
と
い
い
方
法
が

な
い
か
」「
ど
れ
と
ど
れ
を
辛
抱

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
な

ど
の
総
点
検
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
「
事
務
事

業
の
見
直
し
」
で
す
。

　

家
計
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
さ
せ

る
方
法
と
し
て
、「
支
出
の
抑
制
」

と
「
収
入
の
確
保
」
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
支
出
の
中
に
は
、
ロ
ー

■
財
政
収
支
見
通
し
か
ら

　

考
え
ら
れ
る
こ
と

　

今
回
の
財
政
収
支
見
通
し
か
ら

は
、
地
方
交
付
税
の
抑
制
な
ど
の

影
響
で
収
入
が
急
激
に
減
少
す
る

中
で
、
こ
れ
に
支
出
の
減
少
が
追

い
つ
か
な
い
た
め
、
大
幅
な
財
政

収
支
の
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

地
方
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し

て
い
る
御
浜
町
が
、
今
後
の
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、
収
入
の
減
少
に
合
わ
せ

て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
支

出
を
縮
小
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
役
場
内
で
は
、「
事
務

事
業
の
見
直
し
」
に
着
手
し
、
財

政
の
健
全
性
の
確
保
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
平
成
18
年

度
以
降
の
非
常
に
厳
し
い
局
面
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
短
期
間
で

実
効
性
の
あ
る
方
策
が
必
要
と
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ン
返
済
（
公
債
費
）
や
医
療
費
（
扶

助
費
等
）
な
ど
、
ど
う
し
て
も
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も

あ
り
、
支
出
の
抑
制
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
で
き
る

限
り
、
食
費
（
人
件
費
）
や
生
活

諸
費
（
物
件
費
）
を
節
約
し
た
り
、

自
家
用
車
（
公
共
施
設
等
）
の
台

数
を
減
ら
し
た
り
、
子
ど
も
へ
の

仕
送
り
（
補
助
金
等
）
を
減
額
す

る
な
ど
の
努
力
は
必
要
で
す
。
ま

た
、
給
料
（
税
金
）
や
パ
ー
ト
収

入
（
使
用
料
等
）
な
ど
の
収
入
を

確
保
す
る
方
策
も
必
要
で
す
。

②
用
語
の
意
味

収　
　

支　

歳
入
（
収
入
）
と
歳

出
（
支
出
）
の
差
引
の
こ
と
。

町
の
財
政
は
、
一
般
家
庭
の
家

計
と
同
じ
よ
う
に
、「
収
入
を
、

計
画
的
に
支
出
す
る
。
差
引
が

黒
字
に
な
れ
ば
貯
金
し
、
赤
字

な
ら
ば
貯
金
を
下
ろ
し
て
埋
め

合
わ
せ
る
。」
と
い
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

剰
余
財
源　

貯
金
（
基
金
）
残
高

の
こ
と
。
町
は
、
財
政
の
収
支

を
調
整
す
る
貯
金
（
財
政
調
整

基
金
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。

③
平
成
17
年
度
は
、
収
入
、
支
出

と
も
に
、
38
．
７
億
円
で
、
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
貯
金
（
基
金
）
の

残
高
は
３
．４
億
円
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
で
は
、
収
入
と
支

出
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
差
引

が
２
．
２
億
円
の
不
足
を
示
し

て
い
ま
す
。
貯
金
（
基
金
）
を

使
っ
て
、
不
足
分
を
埋
め
合
わ

せ
る
の
で
、
貯
金
（
基
金
）
の

残
高
は
１
．
２
億
円
に
減
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
平
成
19
年
度

に
は
、
差
引
が
３
．
７
億
円
の

不
足
と
な
り
、
貯
金
（
基
金
）

の
残
高
１
．
２
億
円
を
全
部
使

っ
て
も
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
見
通

し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
支
出
の
抑
制
■

▽
食
費
の
節
約

　

････

職
員
数
の
適
正
化
や
人

件
費
の
抑
制

▽
生
活
諸
費
の
節
約

　

････

事
務
事
業
の
見
直
し

▽
自
家
用
車
を
減
ら
す

　

････

公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど

▽
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
の
減
額

　

････

補
助
金
等
の
整
理
合
理

化

■
収
入
の
確
保
■

▽
給
料
の
増
加

　

････

税
の
徴
収
率
の
向
上

▽
パ
ー
ト
収
入
の
増
加

　

････

施
設
使
用
料
な
ど
の
適

正
徴
収

�
�
家
計
簿
�
�

�
�
�
�
�

具
体
的
�
取
�
組
�
�
�
�

考
�
�
�
�
�
�

か
ら
、
そ
れ
ら
を
除
い
た
経
常

的
な
収
支
を
試
算
し
て
い
ま

す
。

　

御
浜
町
は
、
財
政
的
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
11
月
か

ら
役
場
の
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
活
力
を
生
み
出
す
事
業
に
つ
い
て
も
多

角
的
な
視
点
か
ら
協
議
検
討
を
重
ね
、
こ
の
厳
し
い
局
面
を
乗
り
越
え
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

詳
し
く
知
り
た
い
点
や
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
町
の
公

聴
制
度
の
「
出
前
ト
ー
ク
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†　

企
画
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室　

☎
３
―
０
５
０
７
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健
康
保
険
証
と
一
緒
に
受
給

資
格
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
へ

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

　

保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
・
一
人

親
家
庭
等
・
老
人
（
68
・
69
歳
）・

心
身
障
害
者
・
寡
婦（
60
〜
69
歳
）

の
方
に
対
し
、
医
療
費
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
対
象
と
な
る

方
で
あ
っ
て
も
、
受
給
資
格
の

申
請
を
し
な
い
と
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
福
祉
保
健
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
９
月
１
日

よ
り
所
得
制
限
の
限
度
額
の
改

正
が
あ
り
ま
す
の
で
、
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
方
等
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
健
康
保
険
証　

②
郵
便
局
以
外
の
預
金
通
帳　

③
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手

帳
（
心
身
障
害
者
の
場
合
の
み
）

■ 

申
請
に
必
要
な
も
の

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費

の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、

一
旦
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

県
内
の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ

る
場
合
は
、
受
診
時
に
資
格
証
を

提
示
し
て
頂
け
れ
ば
、
医
療
機
関

か
ら
役
場
に
通
知
が
来
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
基
に
指
定
口
座
に
振

り
込
み
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ

る
場
合
は
、
受
診
さ
れ
た
医
療
機

関
で
前
月
分
ま
で
の
証
明
証
を
書

い
て
頂
き
、
役
場
へ
提
出
し
て
頂

け
れ
ば
、
指
定
口
座
に
振
り
込
み

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。（
老
人
保
健

医
療
の
対
象
者
は
県
内
外
に
関
わ

ら
ず
、
自
動
で
振
り
込
み
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。）

※
レ
セ
プ
ト
確
認
等
の
た
め
、
振

り
込
み
に
は
３
〜
５
カ
月
程
度

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課　

☎
３
―
０
５
１
５
（
担
当　

崎さ
き
く
ぼ
久
保
）

■ 

診
療
を
受
け
る
と
き
は

■ 

助
成
を
受
け
る
に
は

対　　象　　者 助　　成　　額

乳  幼  児  医  療 ４歳未満の乳幼児（所得制限あり）

・医療費の自己負担額

・入院時の食事の負担額

一人親家庭等医療

・母子（父子）家庭の親と、１８歳年
度末までの児童
・父母のいない１８歳年度末までの
児童

心 身 障 害 者 医 療

・身体障害者手帳１級～３級の認定
を受けた方
・知的障害の判定を受けたＩＱ５０以
下の方

老  人  医  療
( ６ ８・ ６ ９ 歳 ）

６８・６９歳で住民税非課税世帯の方
【入　院】
「医療費の自己負担額の１/ ２」と「医寮費の
自己負担額から医療費総額の１/ １０を差引い
た額」のいずれか小さい額。ただし、「医療費
総額の１/ １０」が２４，６００円より大きい
場合は、医療費の自己負担額から２４，６０
０円を差引いた額。

【通　院】
医療費の自己負担額から、病院ごとに１カ月
につき、３，２００円を差引いた額の１/ ２。

寡 婦 医 療
（ ６ ０ ～ ６ ９ 歳 ）

過去に配偶者のいない女子として、
２０歳未満の児童を扶養していたこ
とがある６０～６９歳の方（他の医療
費助成対象者を除く）

● 福祉医療費助成制度の種類 ●

※助成対象となる「自己負担額」は、高額療養費として給付される額や、加入医療保険からの療養付加
金等を除いた保険診療額を限度とします。

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
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　木材価格が暴落し、林業が成り立たない時代になりました。一方、地球温暖化防止のために温室効果ガ
スの削減が求められ、そのためには木を植えて間伐し、間伐木を木材として永く活用しなければなりません。
つきましては、林業関係補助事業・組合事業の説明会ならびに今後の森林管理について皆様のご意見を伺
いたく、下記のとおり懇談会を開催しますので是非ご来場ください。

【
対
象
施
設
】

受
益
戸
数
が
２
戸
以
上
の
用
排
水

路
、
た
め
池
、
頭
首
工
、
農
道
等

（
倉
庫
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

【
工
事
費
】

１
ヶ
所
の
工
事
費
が
40
万
円
以
上

【
農
家
負
担
率
】

工
事
費
の
８
．
４
％
以
内
（
用
水

路
、
た
め
池
、
頭
首
工
）

（
一
年
間
の
町
内
の
被
害
額
に
応

じ
た
補
助
率
の
上
積
み
が
あ
り
ま

す
。）

【
対
象
農
地
】

実
際
に
耕
作
し
て
い
る
水
田
、畑
、

樹
園
地

【
工
事
費
】

１
ヶ
所
の
工
事
費
が
40
万
円
以
上

（
た
だ
し
、
復
旧
す
る
面
積
が
国

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

【
農
家
負
担
率
】

工
事
費
の
50
％
以
内
（
一
年
間
の

町
内
の
被
害
額
に
応
じ
た
補
助
率

の
上
積
み
が
あ
り
ま
す
。）

維
持
管
理
不
足
で
生
じ
た
災
害
は

採
択
さ
れ
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
維
持
管
理
を
し
て
い
る

証
明
が
必
要
で
す
。

毎
年
、地
区
や
田
人
（
水
利
組
合
）

で
行
う
水
路
な
ど
の
草
刈
、
清
掃

作
業
時
の
写
真
を
撮
っ
て
お
き
証

明
書
と
し
て
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　

台
風
や
集
中
豪
雨
の
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
き
ま
し
た
。

農
地
や
農
業
用
施
設
が
被
災
し
た
場
合
に
は
、
条
件
に

よ
り
、
補
助
事
業
に
よ
る
復
旧
が
可
能
で
す
。

事
業
概
要
及
び
採
択
要
件

 

農
業
用
施
設
が
被
災
し
た
場
合

 

農
地
が
被
災
し
た
場
合

新
し
く
採
択
要
件
が

追
加
さ
れ
ま
し
た

　

災
害
復
旧
を
希
望
す
る
方

は
、
被
災
し
た
後
、
速
や
か
に

（
一
週
間
以
内
）
お
問
い
合
わ

せ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

†
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
†

農
林
水
産
課　

工
務
係

☎
３
―
０
５
１
９

農地・農業用施設が被災したら、
補助事業による復旧ができます

そ
の
た
め
に
は

し
た
が
っ
て

重要

今後の森林管理について、ご意見をお聞かせください。

紀南森林組合　地区懇談会を開催します！

開　催　日 開 催 時 間 会　　場

８月２２日（月）午後７時３０分～ 尾呂志公民館

８月２９日（月）午後７時３０分～ 柿原公民館

９月　５日（月）午後７時３０分～ 上市木公民館

＊地域に関係なく、都合の良い会場へご来場ください。

†問い合わせ先†　紀南森林組合　☎７―００５９

農地・農業用施設（国庫補助）災害復旧事業のご案内
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町
で
は
、
８
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
の
１
ヶ
月
間
を
「
御
浜
町
平

和
月
間
」
と
定
め
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
自
主
的
な
活
動
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
平
和
を
願
う
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。　

　

今
年
は
、
太
平
洋
戦
争
が
終
わ

っ
て
60
年
目
の
年
に
あ
た
り
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
多

く
の
方
々
に
再
認
識
し
て
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
戦
争
の
な
い

社
会
、
平
和
な
世
界
を
つ
く
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考

え
た
り
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ
た

り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

イベント名 日　 時 ・ 場 　 所 実施団体 対象 内　　　容

原 爆 ポ ス タ ー 展 8 月 2 日～ 9日（終日）
中央公民館ロビー 町、教育委員会 町民全般 サダコ折り鶴ポスターなど

点 字 教 室 8 月 4 日　午後 7時～ 8時 30 分
福祉健康センター会議室 社会福祉協議会 町民全般

夏休みを楽しもう！ 8 月 5 日　午前 9時 30 分～正午
尾呂志学園

三重県教職員組合
紀南支部 小学生 平和パネル展示コーナー

こどもアニメ大会
＆お話

8 月 6 日　午前 10 時～午後 4時
中央公民館会議室 町、おはなしの会 小学生

以下
アニメビデオ、絵本の読み聞
かせなど

うたおにコーラス
ピクニック２００５

8 月 7 日　午後 2時～
中央公民館
※入場料 1,000 円

合唱団「うたおに」 町民全般
「この道」、「さとうきび畑」、
「世界にひとつだけの花」
など

へいわミニコンサート 8 月 22 日　午後 7時～ 8時 30 分
福祉健康センター会議室 サンクス 町民全般 エレクトーン演奏と朗読、歌

とギターの演奏

活　　　動 日　 時 ・ 場 　 所 実施団体 対　象 内　　　容
平 和 の お 話
（お話おばさんが
　　 やってきた！）

8 月中　
各保育所 町（保育所） 保育園児 絵本読み聞かせ

平 和 講 話 な ど 8 月中　
一部小中学校 小中学校 児童･生徒

手 話 学 習 会 8 月 9 日、30 日
福祉健康センター会議室

手話サークル
「オレンジ」 会　員 平和をテーマに学習

職員ミ―ティング 8 月中
エイジハウス

社会福祉法人
｢エイジハウス ｣ 職　員 平和について懇談

職 員 研 修 8 月中
松涛園

社会福祉法人
「松涛園」 職　員 平和をテーマに学習

早朝ミ―ティング 8 月中
阿田和郵便局 阿田和郵便局 職　員 職員が交代で 1分間スピーチ

職場ミ―ティング 8 月中
市木郵便局 市木郵便局 職　員 職員が交代で 1分間スピーチ

職場ミ―ティング 8 月中
御浜神志山郵便局 御浜神志山郵便局 職　員 職員が交代で 1分間スピーチ

職場ミ―ティング 8 月中
尾呂志郵便局 尾呂志郵便局 職　員 職員が交代で 1分間スピーチ

＊ここに紹介した以外の団体で、8月中に平和についての取り組みを行ったり、行う予定の団体は、
総務課（☎３－０５０５）までお知らせください。

参加できるイベント等

協賛団体等の取り組み

平
和
な

  

世
界
を

     

め
ざ
し
て
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チ
ェ
ッ
ク

□
お
客
様
に
だ
ら
し
の
な
い
印
象

を
与
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

□
職
場
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
す

か
。

□
髪
は
清
潔
に
し
て
い
ま
す
か
。

職
場
に
ふ
さ
わ
し
い
髪
型
・
髪

色
で
す
か
。

□
無
精
ひ
げ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。

□
お
化
粧
は
自
然
な
感
じ
で
す

か
。

□
爪
は
伸
び
て
い
ま
せ
ん
か
。

□
派
手
す
ぎ
る
マ
ニ
キ
ュ
ア
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

□
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
目
立
ち
す
ぎ

て
い
ま
せ
ん
か
。

□
サ
ン
ダ
ル
で
共
用
部
分
を
歩
い

て
い
ま
せ
ん
か
。 御

浜
町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
接
す
る
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル

「
接
遇
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
大
半
で
す
が
、

や
も
す
れ
ば
、
そ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
不
快
感
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
は
、
職
員
が
自
ら
実
行
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

各
窓
口
等
へ
も
置
か
せ
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
意
識
の
向
上
と
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に

役
立
て
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、

１　

身
だ
し
な
み

２　

あ
い
さ
つ

３　

言
葉
づ
か
い

４　

窓
口
対
応

（
１
）
窓
口
に
て

（
２
）
取
り
次
ぎ
・
案
内

５　

電
話
対
応

（
１
）
電
話
の
か
け
方

（
２
）
電
話
の
受
け
方

（
３
）
電
話
の
取
り
次
ぎ
方

の
内
容
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
、

こ
の
内
容
を
広
報
に
掲
載
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

今
月
は
、「
１ 

身
だ
し
な
み
」「
２ 

あ
い
さ
つ
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

お
客
様
へ
の
第
一
印
象
は
、
職

員
の
身
だ
し
な
み
に
よ
っ
て
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。
あ
な
た
自
身
の

身
だ
し
な
み
が
、
お
客
様
に
信
頼

感
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
普
段
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
名
札
は
、
上
着
を
着
て

い
る
場
合
は
上
着
の
、
着
て
い
な

い
場
合
は
シ
ャ
ツ
等
の
胸
ポ
ケ
ッ

ト
の
位
置
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ひ
も
で
着
用
す
る
場
合
は
胸

の
中
央
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※
ポ
イ
ン
ト

○
職
員
同
士
で
も
し
っ
か
り
あ
い

さ
つ
し
ま
し
ょ
う
。

○
「
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」
は
、

本
来
、
上
位
の
人
が
下
位
の
人

に
使
う
言
葉
で
す
の
で
、
使
い

方
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

　

総
務
課
調
整
室

　

☎
３
―
０
５
０
５

私
た
ち
職
員
の

接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル

１　

身
だ
し
な
み

２　

あ
い
さ
つ

其の１

1 

身
だ
し
な
み

　

気
を
つ
け
た
い

　

職
場
で
の
身
だ
し
な
み

2 

あ
い
さ
つ

　

ま
ず
あ
い
さ
つ
か
ら

　

始
め
ま
し
ょ
う

　

あ
い
さ
つ
は
接
遇
の
第
一
歩
で

す
。

　
「
心
を
こ
め
て
」、「
自
分
か
ら

進
ん
で
」、「
大
き
な
声
で
ハ
ッ
キ

リ
と
」、「
明
る
く
笑
顔
を
添
え
て
」

を
常
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

あ
い
さ
つ
の
基
本
用
語

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
こ
ん
に
ち
は
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

「
少
し（
少
々
）お
待
ち
く
だ
さ
い
」

「
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
」

「
失
礼
い
た
し
ま
す
」

「
は
い
、
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」

「
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
」

おはよう
ございます！

接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
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メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜
殿
署

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜
殿
署

　

三
重
県
警
察
で
は
、
平
成
18
年

２
月
採
用
の
警
察
官
と
、
平
成
18

年
４
月
採
用
の
警
察
官
、
警
察
事

務
職
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

受
付
期
間
は
８
月
１
日
（
月
）

か
ら
29
日
（
月
）
ま
で
で
、
詳

し
い
受
験
資
格
・
手
続
な
ど
は
、

・
三
重
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務

課
採
用
係
（
☎
０
１
２
０
―
３

３
３
―
２
４
７
）

・
鵜
殿
警
察
署
警
務
課
（
☎
０

７
３
５
―
３
３
―
０
１
１
０
）

ま
た
は
、
お
近
く
の
駐
在
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
に
は
、
こ
ん
な
手
続
き
を

●
誕
生
月
が
来
た
時

　

年
金
を
引
き
続
き
受
け
取
る
た

め
に
は
、
毎
年
誕
生
月
に
、「
年

金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
現
況
届
」
は

年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め
の

権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
、
毎
年

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
毎
年

誕
生
月
の
初
め
頃
に
、
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
自
宅
に
送
付

さ
れ
ま
す
。
住
所
・
氏
名
な
ど
を

記
入
の
上
、
必
ず
誕
生
月
の
末
日

ま
で
に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
に
到
着
す
る
よ
う
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

　
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
い
と
、

提
出
す
る
ま
で
の
間
、
年
金
の
支

給
が
一
時
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
住
所
や
年
金
の
受
け
取
り
場
所

を
変
え
る
時

　

年
金
は
、
希
望
し
た
金
融
機
関

や
郵
便
局
で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
住
所
や
受
け
取
る
金
融

機
関
・
郵
便
局
を
変
更
す
る
と
き

は
、「
年
金
受
給
権
者　

住
所
・
支

警
察
官
・
警
察
事
務
職
員
募
集

●保険料を支払ったとき
　生命保険や個人年金保険の保険料を支
払うと、「生命保険料控除」として、また、
火災保険等の損害保険の保険料を支払う
と「損害保険料控除」として、所得税や
住民税を計算するときに所得金額から控
除されます。

●保険金を受け取ったとき
　〔生命保険〕
　保険金を受け取る場合、その保険金が
死亡に基づくものか、満期によるものか、
また、保険料の負担者は誰なのかなどに
よって課税関係が異なります。
　〔損害保険〕
　損害保険金を受け取る場合も、保険料
の負担者や支払原因によって課税関係が
異なってきますが、保険を掛けていた人
が建物の焼失や身体の傷害・疾病を原因
として受け取る保険金には、原則として
課税されません。

†問い合わせ先†
尾 鷲 税 務 署 ☎0597－22－2222

保険と税

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係

☎
３
―
０
５
１
２
（
担
当　

南み
な
み）

払
機
関
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
が

提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
年
金
の
支

払
い
額
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書

が
届
か
な
か
っ
た
り
、
希
望
す
る

金
融
機
関
で
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

届
け
（
ハ
ガ
キ
）
に
は
、
受
給

権
者
の
預
金
通
帳
の
記
号
番
号
に

つ
い
て
、
金
融
機
関
の
証
明
が
必

要
で
す
。（
支
払
い
機
関
を
変
更

す
る
時
）

●
年
金
証
書
を
な
く
し
た
時

　
「
年
金
証
書
」
を
失
く
し
た
り
、

汚
し
た
り
し
た
と
き
は
「
年
金
証

書
再
交
付
申
請
書
」（
ハ
ガ
キ
）
を

提
出
し
て
、
再
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
「
年
金
証
書
」
は
、
年
金
を
受

け
る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
す
。
各
種
の
届
け
出
や

年
金
相
談
の
時
に
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

請
し
て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

生
活
環
境
課　

環
境
係

☎
３
│
０
５
１
３

【
申
請
条
件
】

町
内
に
住
所
、
又
は
本
籍
を
有
す

る
者

【
申
請
限
度
】

隣
接
す
る
２
区
画
ま
で

【
永
代
使
用
料
】

１
区
画　

２
７
０
’
０
０
０
円

（
申
請
時
に
一
括
納
入
）

【
区
画
面
積
】

２. 

５
２
㎡

（
１
．  ８
ｍ
×
１
．

  

４
ｍ
）

【
申
請
方
法
】

　

生
活
環
境
課
に
備
え
付
け
の
申

請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
、
捺

印
の
う
え
住
民
票
又
は
戸
籍
抄
本

を
添
え
て
生
活
環
境
課
窓
口
へ
申

町
営
上
市
木
墓
地
使
用
者
募
集
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健診結果を
健康づくりに役立てましょう
健診結果を
健康づくりに役立てましょう

No.296

一般健康診査の受診後は･･･

　

健
診
結
果
を
受
け
取
っ
た
ら
、
昨
年
の
と
比

べ
て
今
回
の
結
果
は
ど
う
か
、と
い
う
よ
う
に
、

あ
な
た
の
検
査
値
の
変
化
を
見
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
「
昨
年
と
比
べ
て
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
下
が
っ
た
。
そ
れ
は
、

毎
日
30
分
の
散
歩
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
の
が
効

い
た
か
な
ぁ･･･

」「
だ
ん
だ
ん
血
糖
値
が
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
よ
う･･･

」
な
ど
と
、
あ
な
た
の
生

こ
れ
ま
で
の
健
診
結
果
と
比
較
し
て
み
よ
う

「
判
定
」
の
意
味

Ａ
さ
ん
は
異
常
な
し
、
Ｂ
さ
ん
は
再
検
査
と
い

う
こ
と
が
起
こ
り
え
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
個
々
の
数
値
で
は
な
く
、
健
診

●
「
異
常
な
し
」

問
題
と
な
る
よ
う
な
異
常
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。（
あ
る
い
は
）
軽
度
の
異
常
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
ま
で
ど
お
り
の
生
活
を
続
け
て

も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　

⇒

来
年
も
ま
た
「
異
常
な
し
」
と
な
る
よ
う
に
、

積
極
的
に
健
康
増
進
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

●
「
要
指
導
」

今
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
っ
て
お
く

と
発
病
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関

な
ど
で
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

⇒

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
な
ど
に
相
談
し
、
日

常
生
活
の
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
「
要
医
療
」

健
診
の
結
果
、
異
常
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
本
当
に
病
気
の
兆
候
な
の
か
を
詳
し
く
調

べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。（
あ
る
い
は
）
治
療
中
の
方
は
、
変

わ
ら
ず
定
期
的
に
通
院
を
続
け
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

⇒

一
日
も
早
く
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
早
期
回
復

に
は
早
め
早
め
の
対
応
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
受
診
を
続
け
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

結
果
は
総
合
的
に
判
定
さ
れ
ま
す
。
健
診
を

受
け
る
と
、
検
査
項
目
ご
と
に
、
あ
る
い
は
あ

な
た
の
健
康
状
態
全
般
に
つ
い
て
「
判
定
」
が

出
ま
す
。
こ
れ
は
、
単
純
に
各
検
査
の
数
値
で

決
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
検
査
や
問
診
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
判

断
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
同
じ
検
査
値
で
も

健
診
結
果
を
理
解
す
る
た
め
に

　

今
年
も
健
診
を
受
け
て
頂
け
ま
し
た
か
？
健

診
を
受
け
た
後
、
あ
な
た
は
ど
う
し
て
い
ま
す

か
？

　

健
診
は
受
け
る
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
病
気
が
見
つ
か
っ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
異

常
な
し
と
言
わ
れ
た
人
も
含
め
て
、
健
診
結
果

を
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
こ
そ
意

味
が
あ
る
の
で
す
。

で
何
か
身
体

の
異
常
を
指

摘
さ
れ
た

ら
、
そ
の
ま

ま
放
っ
て
お

か
ず
、
し
っ

か
り
と
対
応

す
る
こ
と
で

す
。

活
を
振
り
返

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

そ
の
た
め

に
も
、
毎
年

の
健
診
結
果

を
保
存
し
て

お
き
ま
し
ょ

う
。

８月生活のゆとり
る　

⑤
睡
眠
時
間
は
６
時
間
以
下

だ　

⑥
朝
の
目
覚
め
が
す
っ
き
り

し
な
い　

⑦
前
の
日
の
疲
れ
を
引

き
ず
っ
て
い
る

　

当
て
は
ま
っ
た
数
が
多
い
ほ

ど
、
注
意
が
必
要
で
す
。
生
活
を

変
え
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
ゆ
と
り
は
欲
し
い
が
現
実
に

は
ち
ょ
っ
と
…
…
」
と
い
う
人

も
、
例
え
ば
１
日
１
回
の
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
、
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
つ

か
っ
て
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
肌
触
り

の
よ
い
夜
具
を
着
用
し
て
の
快

眠
、「
あ
と
も
う
少
し
が
ん
ば
ろ

う
」
か
ら
「
今
日
は
こ
こ
ま
で
」

へ
の
発
想
転
換
な
ど
、
自
分
に
あ

っ
た
ゆ
と
り
を
一
つ
で
も
見
つ
け

て
お
く
と
、
生
活
に
ゆ
と
り
を
感

じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
生
活
に
ゆ

と
り
は
あ
り
ま
す
か
？

次
の
項
目
に
心
当
た
り

は
な
い
で
す
か
？

①
毎
日
忙
し
い　

②
過

労
ぎ
み
だ　

③
食
事
が

不
規
則
に
な
り
が
ち
だ

④
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
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水
稲
共
済
加
入
の
皆
さ
ん
へ

　

水
稲
作
付
田
で
３
割
以
上
の
被

害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
す

ぐ
に
地
区
の
損
害
評
価
員
ま
た
は

東
紀
州
農
業
共
済
事
務
組
合
に
連

絡
し
、
損
害
評
価
野
帳
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
被
害
田
に

「
被
害
表
示
の
立
札
」
を
立
て
て

く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

東
紀
州
農
業
共
済
事
務
組
合

☎
０
５
９
７
―
８
５
―
３
８
２
１

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

②
補
聴
器
の
要
否
判
定
（
た
だ
し

障
害
程
度
変
更
を
要
す
る
も
の

は
行
い
ま
せ
ん
。）

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
（
予
約
〆
切
８
月
19
日
（
金
））

†
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課

☎
３
―
０
５
１
５
（
担
当　

大お
お
や家
）

診療
時間午前8時30分～午後5時15分

●●●  ８月の担当医  ●●●

 ７日  井本 泰樹　医師
（井本医院）

21 日  寺本 　泰　医師
（寺本クリニック）

28 日  松波 久雄　医師
（尾呂志診療所）

●●●  ９月の担当医  ●●●

 4 日  矢部 幸洋　医師
（あすか診療所）

11 日  二村 　昭　医師
（相野谷診療所）

18 日  平谷 一人　医師
（荒坂診療所）

25 日  平谷 一人　医師
（荒坂診療所）

紀南病院内科系
日曜外来診療

　

地
理
的
、
身
体
的
事
情
等
で
来

所
困
難
な
身
体
障
害
者
の
便
宜
を

図
る
た
め
、
県
の
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所
に
よ
る
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
８
日
（
木
）

受
付
…
午
後
１
時
〜
２
時

診
察
…
午
後
２
時
〜

【
場
所
】
紀
南
病
院

【
診
察
内
容
】

（
１
）
整
形
外
科

①
手
帳
交
付
要
否
・
障
害
程
度
変

更
の
医
学
的
判
定
（
か
か
り
つ

け
医
師
の
い
な
い
場
合
や
判
定

困
難
事
例
に
つ
い
て
の
判
定
）

②
補
装
具
要
否
判
定

（
２
）
耳
鼻
科

①
手
帳
申
請
の
た
め
の
診
察
は
実

施
し
ま
せ
ん
。

【場　所】福祉健康センター
【時　間】午前１０時～午後１時（約３時間程度）
【持ち物】エプロン、三角きん、筆記道具、材料代３００円、米１/２合

　希望される教室をお申し込みください。（複数申し込みいただいても結構です。）時間のご都合で
お話のみの参加もできます。また、家族の代わりに参加頂いても結構ですので、お申し込みの際に、
お申し付けください。
　お申し込みは、材料注文などの準備がありますので、開催日の１週間前までにお願いします。

　†申し込み・問い合わせ先†　福祉健康センター 福祉保健課　☎２―３８１１　有線３０４０

　一般健康診査で、生活の改善が必要であると

思われた方はいませんか？そんな方には、ぜひ

とも参加して頂きたい教室です。

教　室　名 開　催　日 内　　　容
血液サラサラ教室 ８月２２日（月） 高脂血症についての話、調理実習
だるさ改善教室 ８月２６日（金） 貧血・骨粗鬆症についての話、調理実習
長寿食教室 ９月　２日（金） 糖尿病についての話、調理実習
血管いきいき教室 ９月　９日（金） 高血圧についての話、調理実習

からだの改善教室からだの改善教室からだの改善教室



11

東
紀
州
地
域
振
興
創
造
会
議

委
員
募
集

　

東
紀
州
地
域
の
活
性
化
に
つ
い

海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校　

学
生
募
集

無
料
成
年
後
見
相
談
会

　

障
害
や
認
知
症
等
に
よ
り
判
断

能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
と
き

に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
不
利
益

を
被
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
の
支

援
制
度
が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
関
す
る
悩
み
に
、
司

法
書
士
と
社
会
福
祉
士
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
10
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】
三
重
県
司
法
書
士
会
館

３
Ｆ

※
来
所
で
き
な
い
方
は
お
電
話
で

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

【
当
日
特
設
電
話
】

inform
ation
corner

町図書館だより 新書のお知らせ

さおだけ屋は
なぜ潰れないのか？

身近な疑問からはじめる会計学
山田　真哉　著

新刊案内（中央公民館）

み
は
理
解
で
き
な
い
、
と
い
う

部
分
は
た
し
か
に
あ
る
の
で
す
。

　
（
中
略
）「
会
計
が
嫌
い
」「
会

計
が
苦
手
」「
会
計
を
学
ん
で
も

意
味
が
な
い
」
と
思
っ
て
い
る

あ
な
た
の
た
め
に
、
私
は
本
書

を
執
筆
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
最
初
の
疑
問
「
さ
お

だ
け
屋
は
な
ぜ
潰
れ
な
い
の

か
？
」
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
プ
ロ
ロ
ー
グ
よ
り
）

　

会
計
の
入
門
書
を
お
読
み
に
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
『
や

さ
し
い
会
計
』『
よ
く
わ
か
る
会
計
』

『
会
計
は
簡
単
だ
』
と
い
っ
た
タ
イ

ト
ル
の
本
が
本
屋
さ
ん
に
行
け
ば

た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
の
本
は

そ
こ
そ
こ
売
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
に
「
会
計
は
や
さ
し
か

っ
た
で
す
。」
と
い
う
話
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
、
入
門
書
を
書
い
た

本
人
は
や
さ
し
く
書
い
た
つ
も

り
で
も
、
読
者
が
つ
い
て
い
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

い
き
な
り
決
算
書
の
説
明
か

ら
は
じ
ま
っ
た
り
、
借か

り
か
た方
・

貸か
し
か
た方
と
い
う
専
門
用
語
が
出
て

き
た
り････

。
こ
れ
で
は
面
食

ら
っ
て
し
ま
う
の
も
当
然
で
す
。

　

し
か
し
、
読
者
に
決
算
書
や

専
門
用
語
の
基
礎
知
識
が
あ
る

程
度
な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
会

計
の
よ
う
な
む
ず
か
し
い
仕
組

☎
０
５
９
―
２
４
６
―
８
１
０
３

（
受
付
：
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

司
法
書
士　

船
橋
慎
二
事
務
所

☎
０
５
９
３
―
２
５
―
２
２
２
８

●
海
上
保
安
大
学
校

【
受
付
期
間
】
８
月
25
日
（
木
）

〜
９
月
６
日
（
火
）

【
採
用
予
定
数
】　

約
45
名

【
第
１
次
試
験
】

10
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

●
海
上
保
安
学
校

【
受
付
期
間
】
７
月
19
日
（
火
）

〜
８
月
２
日
（
火
）

【
採
用
予
定
数
】
○
船
舶
運
航
シ

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
市
町
村
、

県
が
と
も
に
議
論
し
、
協
働
で
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
、
東
紀
州
地

域
振
興
創
造
会
議
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
紀
南
県
民
局
企
画
調
整
部
、

役
場
企
画
振
興
課
に
備
え
付
け
の

募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】
７
月
19
日
（
火
）

〜
８
月
22
日
（
月
）
当
日
消
印
有

効【募
集
人
数
】
12
人

【
応
募
資
格
】
東
紀
州
地
域
に
お

住
ま
い
の
18
歳
以
上
で
、
５
名
以

上
の
推
薦
を
受
け
た
方
（
地
方
公

務
員
、
国
家
公
務
員
、
公
職
に
あ

る
方
等
は
除
き
ま
す
。）

【
任
期
】
２
年

夜のピクニック 恩田　 　陸　著

ルパンの消息 横山　 秀夫　著

生き方上手 日野原 重明　著

●
町
県
民
税
第
２
期

●
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

納
期
限
８
月
31
日
（
水
）

＊
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
納
税
は
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
を

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
国
民
健
康
保
険

税
本
算
定
（
第
３
期
〜
６
期

分
）
の
納
税
通
知
書
は
、
８

月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

８
月
の
納
税
期
限

†
問
い
合
わ
せ
先
†

県
地
域
振
興
部東

紀
州
活
性
化
担
当

☎
０
５
９
―
２
２
４
―
２
１
９
３

紀
南
県
民
局
企
画
調
整
部

☎
０
５
９
７
―
８
９
―
６
１
０
５

ス
テ
ム
課
程
…
約
50
名
○
航
空
課

程
…
約
10
名
○
情
報
シ
ス
テ
ム
課

程
…
約
20
名
○
海
洋
科
学
課
程
…

約
５
名

【
第
１
次
試
験
】
９
月
25
日
（
日
）

※
受
験
資
格
、
試
験
日
等
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

尾
鷲
海
上
保
安
部　

管
理
課

☎
０
５
９
７
―
２
５
―
０
１
１
８

海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp



12

向こう側向こう側

　御浜町老人クラブ連合会主催のふれあい運動会が、

御浜町体育センターで開催されました。町内 11単位

クラブから約 280人が参加し、６種目の競技に挑戦し

ました。「楽しく、仲良く、元気よく」のテーマどおり、

お年寄りたちは童心に返ってゲームを楽しんでいまし

た。

笹かざりを囲んで踊る園児たち

　志原保育所の夕涼み会が開催されました。夕方か

ら保護者と一緒に保育所に集まった園児たちは、夜

店を回っておもちゃやジュースをもらったり、お母

さんお父さんに踊りを披露したりしました。暗くな

ってからは、園庭で花火の打ち上げがあり、園児た

ちは色鮮やかな花火の光に目を輝かせていました。

志原保育所夕涼み会7/2

老人クラブ連合会
ふれあい運動会

6/30

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
れ
た
ね
！

　18歳未満の青少年は、保護者の許可なく午後10時から翌日の午前５時まで外出をしてはいけません。
また保護者も、青少年をみだりに外出させないようにしなければなりません。
　深夜徘徊・喫煙は非行の発火点です。深夜は気持ちが開放的になり、悪の道へ進みやすいのです。喫煙
や飲酒から始まり、窃盗等、非行から犯罪へとエスカレートする可能性があります。
　地域の子どもたちを非行に走らせないために、深夜徘徊・喫煙を防止しましょう！

　● 紀南地区青少年育成市町村民会議連絡協議会
　● 紀南地区青少年行政連絡会議　事務局　☎ ０５９７―８９―６１６９
　● ＳＴＯＰ　ＳＭＯＫＩＮＧ（禁煙の相談）※平日午前８時３０分～午後５時
　　　 紀南県民局保健福祉部健康増進グループ　☎ ０５９７―８９―６１１５

やめよう！青少年の深夜外出!!
青少年の深夜徘徊・喫煙を防止しましょう

回転ボウリングを楽しむお年寄りの皆さん
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分別しながらゴミを集める参加者たち

　神木地区育成会主催の夏祭りが神木公民館で開催されました。

引換券を持った子どもたちは、かき氷やゲームのコーナーなどを

次々と回って楽しみました。また、神志山小学校の児童による草

笛の演奏や神木保育所園児の踊り、子どもたちへ神木の伝統を継

承する盆踊りも行われ、世代を超えて楽しむ夏祭りとなりました。

狙いを定めて輪を一投

神木地区夏祭り7/ 9

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
踊
っ
て

う
れ
し
い
ね
！

　環境美化運動の一環として、七里御浜の海岸清掃

をするクリーン作戦が開催されました。当日は、悪

天候の中約 500 名の住民が参加し、１時間程かけて

海岸に落ちているゴミなどを拾い集めました。

七里御浜クリーン作戦7/3
 

●
「
言
葉
」
の
力

　

よ
く
「
口
は
災
い
の
も
と
」
と
い
い
ま
す
ね
。

　

た
っ
た
一
言
で
人
を
傷
つ
け
た
り
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

で
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
あ
な
た
は
未
婚
の
女
性
に
「
ま
だ
結
婚
し

な
い
の
？
」
と
し
つ
こ
く
言
っ
た
り
、
ま
た
結
婚
し
て

い
た
と
し
て
も
、
し
ば
ら
く
子
ど
も
が
い
な
か
っ
た
場

合
、
そ
の
夫
婦
に
「
子
ど
も
は
ま
だ
？
」
と
あ
い
さ
つ

の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

言
っ
た
本
人
に
は
悪
気
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
言
わ
れ
た
ほ
う
は
と
て
も
傷
つ
い
て
い
る
場
合
が

多
い
の
で
す
。

　

人
を
傷
つ
け
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
そ
の
傷
を
治
す

に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
言
葉
の
も
つ
力
を
十
分
に

理
解
し
、
自
分
の
言
葉
に
は
責
任
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
そ
ん
な
言
葉
は
許
せ
な
い
！
」
と
い
う
こ

と
を
言
わ
れ
た
り
、
そ
ば
で
聞
い
た
り
し
て
も
、
そ
れ

を
指
摘
で
き
な
い
自
分
に
は
が
ゆ
さ
を
感
じ
る
と
き
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

言
葉
の
も
つ
力
を
信
じ
、
勇
気
を
も
っ
て
「
そ
ん
な

言
い
方
は
よ
く
な
い
よ
！
」
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

言
葉
は
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
人
を

感
動
さ
せ
た
り
、
気
持
ち
を
や
さ
し
く
さ
せ
た
り
、
や

る
気
を
出
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

　

毎
日
の
あ
い
さ
つ
や
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
「
あ

り
が
と
う
」
は
積
極
的
に
言
い
た
い
も
の
で
す
ね
。

～シリーズ～

人を大切にする
まちづくり

教育委員会

※お詫びと訂正
7 月号 P.15「南牟婁郡スポーツフェスティバル」
の記事中に「硬式野球」とあるのは「軟式野球」
の誤りです。訂正してお詫びいたします。
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クローズ
-  UP・みは

まち
ょう
の

あなたのページ

　総務課
身近な話題を
　お寄せください
　　　　行政係

　

御
浜
町
と
友
好
親
善
提
携

を
結
ん
で
い
た
長
野
県
梓
川

村
が
、
４
月
１
日
に
松
本
市

と
合
併
し
、
長
野
県
松
本
市

梓
川
支
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
13
日
に
は
、
梓
川
支

所
の
宮
坂
所
長
、
佐
原
総
務

長野県松本市
　　　　梓川支所長らが来町

役場を訪問された宮坂支所長（中央）、佐原総務課
長（右から２番目）、小松課長補佐（いちばん右）

み
は
ま
広
報
俳
句
八
月
抄

我
が
里
に　

ま
だ
青
田
あ
る　

安あ

ん

ど堵
か
な  

須
崎
久
美
子

六
月
の　

風
に
の
せ
く
る　

波
の
音 

 

仁
井
田
御
浜
児

葉
桜
や　

黎れ
い
め
い明

�
丘　

チ
�
イ
ム
鳴
る 

 

榎
本　

楢
代

雨
し
と
ど　

花
弁
鮮あ

ざ

や
か　

燕か

き

つ

ば

た

子
花 

 

西　
　

敦
子

薄
れ
ゆ
く　

母
の
面
影　

額が
く

の
花 

 

浦　

ま
さ
え

堰せ
き

を
越
す　

水
ま
ろ
や
か
に　

茨
い
ば
ら

咲
く 

 

和
田
真
沙
恵

春
眠
の　

夢
の
彼
方
に　

妣は
ゝ

の
声 

 

川
本　

素
秋

熟う
れ

麦む

ぎ

ほ穂　

う
ね
り
て
里
の　

風
に
な
る 

 

久
保　

ひ
ま

窯か
ま

出
し
の　

竹た
け
ず
み炭

ひ
か
る　

青
葉
光 

 

梛
山　

て
い

病や

め
る
目
に　

と
き
に
は
乱
舞　

夏
の
蝶  

下
川　

幸
子

整
え
て　

木
橋
新
ら
し　

菖
蒲
園 

 

長
尾　

あ
や

紫あ

じ

さ

い

陽
花
の　

彩い
ろ

鮮
や
か
に　

空
昏く

ら

し 
 

石
橋　

寛
朝

急
流
を　

艀
は
し
け

乗
り
く
る　

夏
休
み 

 

田
岡　

徳
生

夕
散
歩　

絵
の
材
さ
が
す　

夏
帽
子 

 

前　

た
き
子

市
木
川　

鷺さ
ぎ

の
群
が
る　

浅
瀬
か
な 

 

小
野
は
る
み

船
旅
の　

始
め
の
港　

虹
か
か
る 

 

小
野
ま
あ
り

パ
ラ
ソ
ル
も　

入
れ
て
車
中
の　

人
と
な
り  

岡
田　
　

睦

枇び

わ杷
む
い
て　

両
手
に
残
る　

甘
さ
か
な  

向
井
幸
太
郎

尺
余
る　

旧
家
の
梁は

り

に　

風
入
れ
る 

 

大
平　
　

昭

艶つ
や

や
か
に　

七
夕
の
恋　

満
ち
て
い
る 

 

榎
本　

弧
星

は
ぐ
れ
サ
ギ　

水み

な

も面
に
立
ち
て　

初
夏
の
風  

屋
敷　

淳
子

課
長
、
小
松
課
長
補
佐
が
来
町

し
、
北
裏
町
長
、
檜
作
教
育
長
ら

と
懇
談
、
今
後
も
従
来
通
り
交
流

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

　

御
浜
町
と
旧
梓
川
村
は
、
平
成

５
年
９
月
に
友
好
親
善
提
携
を
締

今後も交流を継続していくことを確認

結
。
み
か
ん
と
り

ん
ご
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
ふ

れ
あ
い
交
流
や
互

い
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
行
き
来
な
ど
で

交
流
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
松
本

市
梓
川
地
区
と
し

て
、
交
流
を
続
け

て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　今月号に折り込みさせていただきました「三重県地震ガイドブ
ック」及び「わが家の防災情報シート」は、いつ発生してもおか
しくない「東海地震」や、今世紀前半での発生が懸念されている
「東南海地震・南海地震」等の大規模地震に対して、住民の皆様
に備えていただくため、三重県において作成されたものです。

　ここで得た「知識」と「備え」は、いざというときにきっと
皆さんの役にたつはずです。今後の地震防災活動に生かし、自
分の命をしっかりと守りましょう！ぜひ、この「地震防災ガイ
ドブック」及び「わが家の防災情報シート」を有効にご活用い
ただき、大切に保管いただきますようお願いいたします。

†問い合わせ先†
三重県防災危機管理局（地震対策室）☎ 059 ― 224 ― 2184

三重県地震防災ガイドブック
わが家の防災情報シート

折り込みの
三重県地震防災ガイドブックと
わが家の防災情報シートを
ご活用ください
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人  口 10,174 人 （－1２人）
　  男 04,736 人 （－    1人）
　  女 05,438 人 （－1１人）

世帯数 4,322 戸 （±   0 戸）

7月１日現在の人の動き 子
ど
も
た
ち
に
は
待
ち
に
待
っ
た

夏
休
み
が
き
ま
し
た
。
表
紙
の

写
真
を
撮
り
に
行
っ
た
日
は
、
ち
ょ
う

ど
１
学
期
の
終
業
式
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
も
「
明
日
か
ら
夏
休
み
♪
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
40
日
間
も
休
み
が
続
く
な
ん

て
、
実
に
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
▼

夏
休
み
と
い
う
の
は
、「
真
夏
の
暑
い
中
、

冷
房
施
設
の
な
い
教
室
で
の
勉
強
は
過

酷
す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
で
40
日
も
あ

る
ん
だ
と
私
は
勝
手
に
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
本
当
に
こ
こ
数
年
の
暑
さ
と

き
た
ら
、
耐
え
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の
頃
と
比

べ
る
と
、
確
実
に
気
温
は
上
が
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
▼
今
年
も
猛
暑
の

予
感
大
で
す
が
、
皆
さ
ん
、
が
ん
ば
っ

て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

にらと卵の
酢じょうゆ和え
材　料（4人分）

♥  神志山 

♥

♥  阿田和 

♥

（平成17年５月１日～31日届出分）

①たまごは溶きほぐして、塩、こしょうで調味
する。油を熱したフライパンに入れ、大きく
混ぜて半熟状の炒り卵を作り、取り出す。

②にらは３㎝長さに切り、①のフライパンに入
れて炒める。

③卵とにらを冷ましてから混ぜ合わせ、○と白
ゴマで和え、盛り付ける。

健康逸品 この一品

卵･･･････････････２個
塩･･･････････････少々
こしょう･････････少々
食用油･･･････小さじ２

岩田　音
おとは

葉ちゃん

貴光さ
ん・友子さ

ん

駒田　脩
しゅうま

真く
ん

敬則さ
ん・美千瑠さ

ん

作 り 方

メニュー提供：御浜町食生活改善推進協議会

にら･･･････････････２００ｇ
　　酢･････････････大さじ 1
　　濃口しょうゆ･･･小さじ１1/2
白炒りゴマ･････････大さじ１

濵口　陽
はると

斗く
ん

雅樹さ
ん・節美さ

ん

岡崎　未
み う

羽ちゃん

勝登さ
ん・美紀さ

ん

髙岡　春
はるき

樹く
ん

淑晃さ
ん・加奈子さ

ん

濵口　栞
り い

衣ちゃん

幸喜さ
ん・美佐子さ

ん

北嶋　太
たいち

一く
ん

秀樹さ
ん・あさみさ

ん

瀬古　颯
そうた

太く
ん

洋一さん・亜弥さん
浦狩　美

みさき

咲ちゃん

豊さ
ん・素和さ

ん

♥  市　木 

♥

元気で長生きする
　　　　ための料理②

Ⓐ｛

陸上・海上・航空  自衛官募集

　防衛庁では、平成 18 年春
採用予定の自衛官を募集して
います。
【コース】
２等陸海空士、曹候補士、
一般曹候補学生、航空学生
【受付期間】
８月１日～９月８日
（２等陸海空士の男子のみ、
年間を通じて受付）
※試験日、受験資格、コース概要等、詳くは
お問い合わせください。

†問い合わせ先†
　自衛隊熊野募集事務所
　☎０５９７―８５―２２１４

Ａ




